
    

　

　

　 　 　　 　 　 　 　
　 　  　 　 　    

 　 　 　    
　　　　  　 　　　     
　　　　  　 　 　    

 　 　　　    
 　 　 　    
 　 　 　    
 　 　　　    
 　 　     
 　 　    

 

  
　
　 　

　 　  

　 　 　 　 　　 　 　　　 　　 　 　 　
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　

　

　

　

　



　

　

　 　 　

　会員の皆様におかれましては、新型コロナウイルス感染症対策のため、膨
大に増加する業務の負荷に耐え、自ら感染するのではないかという不安や、
精神的ストレスを感じながら、先の見えぬ状況に多くの緊張と不安を感じて
いることと思います。人類が経験したことのない感染症の終息を迎え、本年
が皆様にとり良い一年となりますよう、ご祈念を申し上げます。
　さて、令和２年度、北海道看護協会では３つの方針「看護師の質向上と役
割拡大の推進」「全世代型地域包括ケアシステムの推進」「看護職を続けられ
る職場環境づくり」これらの充実を目的として、支部では各種研修会の企画
を行ってきました。しかし、11月7日の北海道警戒レベル「２」から「３」
への移行に伴い残された3事業については不本意ながら開催を見合わせる決
断を致しました。このような中、予定していた研修10事業のうち5事業を開
催できましたことは会員の皆様の御協力の賜物と心から感謝申し上げます。
　来る、２月13日（土）花びしホテルにおいて、支部大会と看護研究学会を
開催いたします。今年度は新型コロナウイルスの感染状況及び北海道の警戒
ステージにより参加者が減少することを考慮し、そのような場合でも本大会
が成立するよう「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律」第51条に
基づく書面による議決権の行使を採用することとし、事前に「議決権行使書」
を徴する事といたしました。また、役員等の選挙に関しましても参加予定者
から事前に郵送での投票を行う事と致しました。
　しかし、新型コロナウイルス感染床の拡大状況により、支部大会の開催が
中止または入場制限をする場合がございます。看護研究学会に関しましても
開催方法の検討をしているところでございます。皆様には改めてご連絡を差
し上げますので今しばらくお待ちくださいますようお願い申し上げます。

支
部
大
会
に
向
け
て

謹んで新年のご挨拶を申し上げます

北　

村　

和　

宏

道
南
南
支
部
支
部
長
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2 月13 日

令和２年度
公益社団法人 北海道看護協会道南南支部大会

ご　案　内

日時

場所

令和３年２月13日㈯  12：00開会（受付11：00～）

駐車台数に限りがありますので乗合もしくは、公共交通機関の
ご利用のご協力をお願いいたします。

支部大会及び看護研究学会の開催方法を現在検討しているところです。
皆様には改めてご連絡を差し上げます。

花びしホテル「 芙 蓉 」

お 願 い

函館市湯川町1丁目16番18号　TEL（0138）57－0131
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 第　１　群 座　長 社会福祉法人函館厚生院　函館中央病院 長谷川　未　来

　第１席 分層植皮術後のセルフケア手技習得までの関わり

 ～写真入りパンフレットを導入して～ 社会福祉法人  函館厚生院  函館中央病院 三　谷　知　佳

　第２席 外来診療部門における在宅療養支援スクリーニング導入と定着に向けて

   社会福祉法人  函館厚生院  函館五稜郭病院 内　潟　聖　子

　第３席 外来における電話対応の現状把握

 ～処置を中断しない外来診療を目指して～ 社会医療法人  高橋病院 齋　藤　有綺奈

　第４席 脳卒中患者の排泄自立と在宅復帰との関連について

   医療法人社団  函館脳神経外科  函館脳神経外科病院 丸　井　かおり

 第　２　群 座　長 社会福祉法人函館厚生院　ななえ新病院 三　上　由美子

　第１席 口腔ケアプロトコールに基づいたケアの効果について

   北海道社会事業協会  函館病院 岩　井　豊　樹

　第２席 抗EGFR抗体薬使用患者のQOLの維持を目指して

   社会福祉法人  函館厚生院  函館中央病院 播　磨　ゆき子

　第３席 オムツ交換の現状調査から得た当病院での取り組み

 ～看護の質向上と業務改善を目指して～ 社会医療法人  高橋病院 石　丸　真寿美

　第４席 看護師の終末期患者に対するケア態度に関する調査

   医療法人  徳洲会  共愛会病院 横　山　由記子

2月13日㈯　13：00～15：00

アミティーナーシング VOL.108

道南南支部 看護研究学会プログラム
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　今年度の会員懇談会は、午前の部には北海道看護協会専務理事
の荒木美枝氏を迎え、看護の動向について、午後の部には社労士
事務所みなとコンサルティング・特定社会保険労務士の池内美佐
子氏による「自分を守るために～ペイシェントハラスメントへの
対応～」と題してご講演頂くべく、企画・運営致しました。
　法律の改正により、ハラスメントへの指針や対応が事業者に
求められ、認知度も高まる中で、医療従事者である我々も、職
員同士のハラスメントに注意することはもちろんのこと、近年
増えている患者様やご家族からのハラスメントへの対応について求められており、COVID19感染症対策に
よってグループワーク等は出来なかったものの、Q&Aや事例によって学びの多い研修会となりました。

道南南支部書記からの研修報告 西堀病院　加藤　豪

　令和２年10月５日に支部主催研修として「終末期ケア研修」を開始致しました。研修の募集定員の1.5倍ほ
どの応募があり、現場で働いている医療関係者にとって関心が深いテーマであると感じました。講師には、函
館おしま病院　緩和ケア認定看護師　秋庭聖子先生をお招きし、終末期にある患者や家族に対する理解を深め
ることを目的に講義を行って頂きました。海外の緩和ケア病院の写真や事例、日本での数多くの事例をお話し
頂き、講師の先生の多彩な経験を教えて頂くことで、終末期患者の理解や、家族の思い、コミュニケーション
の大切さ、難しさ等多くのことを学ぶことができた研修となりました。

教育委員会からの研修報告 共愛会病院　渡邊　　渉

　今回は「安心して子育てができる母子支援」と題し、分娩後の、特に産院から退院した後の母子支援に着目
し、かさはら母乳育児助産院の笠原視砂子先生をお迎えしてご講義いただきました。退院後の母乳育児支援につ
いて事例を通し、とても具体的で細やかな支援方法について学ぶことができ、参加者のニーズに合った満足度の
高い研修になったと思います。この貴重な研修を活かし、支援に携わる全員で母子のために出来ることを丁寧に
考え、より良い状態で母子の健康が維持されるよう今後も努力していけたら良いなと思っております。最後に、
コロナ禍の中、延期していた助産師職能集会を無事開催出来ましたこと、皆様に心より感謝申し上げます。

助産師職能集会からの研修報告 函館五稜郭病院　小西　美雪

　10月24日（土）フォーポイントバイシェラトン函館において「アンガーコントロール」「レジリエンス」研修を
開催致しました。
　１年生から大ベテランの方まで幅広い年代・経験年数の方々にご参加頂き、コロナ禍での研修のため、手指消毒や
検温、広い会場で十分な座席間隔の確保、入口・出口を専用とした上で開放するなど感染対策を徹底して行いました。
　参加者からは、「また企画して欲しい」「全員が受けるべき研修」「わかりやすい内容だった」「コミュニケーショ
ン・ストレスの研修を担当する予定のためとても勉強になった」「患者や自分の側で一緒に働くスタッフに活かし
ていきたい」など多くの意見が寄せられ、次年度の研修でも企画していきたいと思います。

働き続けられる職場づくり推進委員会からの研修報告 函館医師会病院　中田　　幸
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　「安心して子育てが出来る母子支援」に参加し、すべての母
親が少しでも楽に、そして楽しく育児するためには地域全体で
協力していくことが改めて必要だと感じました。
　病院で働いていると、母親と関わっているその時だけの支援
になりがちです。母親が病院で過ごす時間はわずかですが、そ
の時の助産師の関わりは、その後の育児を左右するほど重要で
す。そのため、これから長く育児していくことを考えた支援が
必要となります。また、これを病院だけで実現するには限界が
あるため、積極的に地域に繋げていくことも同時に求められま
す。「いま」だけではなく「これから」に繋がる支援を、病院と地域が連携して行うことが求められていると
考えます。

助産師職能集会に参加して 函館五稜郭病院　今野　優花

　「終末期ケア研修」を受講し、終末期にある患者・家族には様々な苦痛があることがわかりました。目にみ
える疼痛や疾病を看るだけではなく、その人が歩んできた人生を理解し、入院や疾病により何を考え、思って
いるか、入院前の患者のQOLの変化などを総合的にアセスメントし、全人的に看ることで、終末期の患者・
家族を理解することができ、苦痛の緩和に繋がると感じました。
　今回の研修を今後の看護場面に活かし、また、病院全体で終末期患者、家族への看護に取り組めるように伝
えていきたいと思います。

「終末期ケア研修」に参加して 共愛会病院　鈴木　　良

　「自分を守るために～ペイシェントハラスメントへの対応～」の講義に参加し、社労士池内美佐子先生の講
義を受講しとても興味深く勉強になりました。ハラスメントが起こる背景として医療従事者による顧客満足向
上の取り組みの弊害が要因にあるという事でした。実際自分を含め周りのスタッフも暴言、暴力、に遭遇した
ことは少なからずあります。ハラスメントは人権侵害にも該当し放置すれば職員の退職、医療サービスの低下
も考えられます。職員の安全を第一に必要時は外部の関係者（行政、警察等）に連絡、通報することも必要で
あると学びました。今後はハラスメントについて勉強会等行い、注意喚起のポスターを作成するなど取り組ん
でいきたいと思いました。

会員懇談会に参加して 高橋病院　金澤　絵里子

　日々の患者さんとのかかわりの中で、自分の感情コントロールの難しさを感じることがあったため研修会に
参加しました。今回の研修を受講し、患者さんに怒りを向けてしまいそうになった時、どう行動すべきかの解
決方法を学ぶことができました。
　現在、精神科病棟に勤務していますが、自分の怒りを上手くコントロールすることで患者さんとの信頼関係
が築きやすくなり、精神状態が安定すると感じています。今後は更に精神科看護の質向上につなげていくこと
ができる様、他のスタッフへも研修の効果を広げていきたいと思います。

アンガーコントロール・レジリエンス研修会に参加して
　函館渡辺病院　青山　典弘
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NURSING DAY

5月12日は
看護の日

　「看護の日」は21世紀の高齢化社会を支えて

いくために、私たち国民一人一人が看護・ケア・

助け合いの心を分かち合うきっかけになるよう

に、フローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ５月12日に制定されまし

た。そして昨年はナイチンゲールの生誕200年を迎える記念すべき年で様々なイ

ベントが企画されましたが、COVID-19の世界的な感染拡大により当支部での看

護の日イベントは開催できませんでした。

　そこで今年の看護の日記念講演は、がんに影響を受ける人達が多くの困難や悩

みを相談し合い、一人の人間として自分を取り戻せる場所「元ちゃんハウス」を

運営する「NPO法人がんと向きあう会」理事長の西村詠子さんをあらためてお迎

えして、がん患者さんとのふれあいについてのお話を多くの皆さんに聴いていた

だき、看護の心・ケアの心・助け合いの心を分かち合いたいと思います。

　多くの皆様のご参加をお待ちしております。

第一副支部長　棟方　　聡

　多くの皆様のご参加をお待

看護の日

イベント

●日  時／令和３年５月1５日（土）
　　　　  13：30～15：00

●会  場／フォーポイントバイシェラトン函館
　　　　  （函館市若松町14－10）

●内  容／記念講演会

　　　　  講　師　西　村　詠　子 氏
　　　　  （NPO法人がんとむきあう会理事長）

●内  容内 ／記念

講　師
（NPO

  　　
　　

内 

　　

内 

）



　医療・福祉現場の皆様におかれましては新型コロナウィルス感染症の流行拡大のため気の抜けない毎日であろうと推
察いたします。そのような中でも、看護学生の学びの場を提供していただき心より感謝申し上げます。
　新型コロナ感染症拡大に伴い学校の在り方もがらりと変化いたしました。国や北海道からの指導を遵守しながら、三
密を避け講義・実習を実施してきました。テレビ等での報道のとおり、学校行事はすべて中止となり、学生にとっては
不完全燃焼な時を過ごしたと思います。学生にとって大切な学びとなる臨地実習に臨むため、毎日、健康調査及び学校
外の行動調査をおこなっています。同時にアルバイトの全面禁止、学校に通学する生活圏以外の往来をした場合は14日
間の自宅待機等、感染予防に留意しながら対応をしてまいりました。また、ご家族にも協力していただき、家族の健康
状況や家族が感染拡大地域との往来が予定される場合は、感染リスクを回避するための対応をし、環境を整えながら運
営してまいりました。このように制限が多い中でも、学生は受け持ち患者様が元気になる姿を目の当たりにし、感謝の
言葉を頂き、実習でしか得られない貴重な体験をしております。これも、臨地の皆様のお力添えによるものと感謝申し
上げます。今後とも、宜しくお願い申し上げます。

新型コロナ感染症禍の看護学校について 市立函館病院高等看護学院　教務課長　藤原　久美子
　医療 福祉現場の皆様におかれましては新型 ナウ ルス

新型コロナ感染症禍の看護学校について
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　10月から12月、市立函館高等学校では選択科目の単位授業として「医療倫
理」という講座を開講し、函館中央病院の職員が講師として授業を実施して
います。選択する生徒の人数は他の選択科目との兼ね合いの影響でわずかな
人数ですが、生徒の皆さんは全８回の授業を熱心に受けてくれました。
　授業の内容は、医療に関わる多職種（薬剤師・臨床検査技師・医療ソー
シャルワーカー・理学療法士・放射線技師・看護師・助産師）がそれぞれの
立場で「医療倫理」の授業を分担します。８回のうち３回を看護職が担当
し、感染管理認定看護師が感染管理の重要性とともに新型コロナウイルス感
染症に関連した「手洗い・手指消毒・マスク着用」について、救急看護認定
看護師が救急の場面で大切なことや心肺蘇生の実際、助産師の立場から、望まない妊娠を防ぐことや性暴力から自分を
守ることについて授業をしました。
　今年は新型コロナ感染症の影響で「ふれあい看護体験」が実施できず、高校生が看護の現場を体験する機会が無く
なってしまったのはとても残念です。このような状況ですが、看護・医療系の仕事に就くことを志望している高校生の
ために、少しでも医療現場の雰囲気を感じられるような取り組みを今後も続けていきたいと思います。

市立函館高等学校『医療倫理』の授業をしました！ 函館中央病院  看護部長　川渕　ゆかり

　市内の中学校では、平成14年から職業体験が行われています。職業体験に
は、生徒が直接働く人と接し、実際的な知識や技術・技能に触れ、働くこと
の意義を理解する目的があります。当院では、これまで職業体験として中学
生を受け入れてきましたが、今年は新型コロナウイルスの影響で、全市的に
中止となりました。
　函館市五稜郭中学校では、職業体験に替わるカリキュラムとして「社会人
講話」が行われました。私は、看護師として招かれ、医療職の他には検察
庁、警察署、自動車会社、保育士など様々な職種が集まりました。職種ごと
に教室が割り当てられ、対象の中学１～２年生が、興味のある教室に向かう
というシステムでした。どのくらいの生徒が関心を持ち来てくれるのか、不安がありましたが、定刻になると教室は生
徒でいっぱいになり、予想以上に多いことに驚きました。私は、病院で働いている様々な職種が協力しながら医療を
行っていること、自分自身の経験を交えて看護師を紹介しました。20分という短い時間でしたが、生徒の目が輝いてい
て、熱心にメモをとる姿にとても感激しました。質問コーナーでは、１日の外来患者数や病棟での受け持つ患者数など
を聞かれ、現実的な質問に驚きました。
　コロナ禍で世の中が大きく揺れ動いていますが、今回の講話会が将来を考える子供たちの夢や希望に繋がる機会にな
ればと思います。

中学校社会人講話に参加して 函館市医師会病院  がん化学療法看護認定看護師　目黒　恵弥

　10月から12月 市立函館高等学校では選択科目の単位授業として「医療

市立函館高等学校『医療倫理』の授業をしました！

地域における活動の様子地域における活動の様子

コロナ禍の臨地実習コロナ禍の臨地実習コロナ禍の臨地実習

地域における活動の様子
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（令和２年10月25日現在）道南南支部
会員数

会員総数
3,514名

助産師

保健師

正・准
看護師

保 健 師・・・・・・・・・・・・・47名
助 産 師・・・・・・・・・・・・・67名

看 護 師・・・・・・3,032名
准看護師・・・・・・・・・・368名

会員募集
　北海道看護協会道南南支部では、看護専門職能と
しての資質向上・専門職団体として、地域住民への
貢献・看護職一人一人の健康で働ける労働環境の改
善など、職能団体として会員相互の連携を深めなが
ら組織活動を行っております。一人でも多くの方々
と連携を広げて行きたいと思いますので、ぜひ未入
会の方へお声掛けをお願いします。入会につきまし
ては、道南南支部へお問い合わせ下さい。会への加
入をお待ちしております。

個人会員の皆様へお願い
　道南南支部からのご案内を送付しておりますが、
宛先不明での返却が相次いでおります。お手数をお
掛けしますが転居・転職の際には北海道看護協会へ
ご一報いただけますと幸いです。

役　職　名 氏　　名 所　属　施　設 職　種
支　部　長 北　村　和　宏 社会医療法人 高橋病院 看護師
第２副支部長 高　橋　順　子 函館市役所 市立函館保健所保健予防課 保健師
書　　　　記 渡　邊　　　渉 医療法人 徳洲会 共愛会病院 看護師
会　　　　計 清　野　幸　乃 医療法人 亀田病院 看護師
推 薦 委 員 星　村　　　亨 日本赤十字社 函館赤十字病院 看護師
 六　谷　久　美 医療法人 亀田病院 看護師
 吉　田　ク　ミ 医療法人社団 函館脳神経外科病院 看護師
 海　藤　　　恵 社会医療法人 高橋病院 看護師
 住　吉　ゆかり 社会医療法人 仁生会 西堀病院 看護師
 後　藤　奈緒美 独立行政法人国立病院機構 函館病院 看護師

令和３年度 道南南支部改選役員・推薦委員候補者
推薦委員会からのお知らせ

公益社団法人 北海道看護協会 道南南支部
支部長　北 村 和 宏
連絡先　社会医療法人　高橋病院
〒040－8691　函館市元町32番18号　電話 0138－23－7221

●広報出版委員会
　笹　谷　東　美　　川　股　　　恵　　野　口　美　緒
　佳　山　真　弓　　八　木　真　司　　南　谷　采　花

編集後記
　寒さもいっそう身にしみる昨今ですがいかがお過ごしでしょうか。会員の皆様におかれましては、新型コロナウ
イルス感染症の拡大により、様々な対応で大変な日々をお過ごしのことと存じます。
　今年度、11月～12月に予定していた看護師職能集会、保健師職能集会、支部企画研修が新型コロナウイルス感
染症の拡大により中止となり参加を予定されていた会員の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしました。
　次年度は感染対策をより強化し、看護の日記念講演会や各職能集会、研修を実施できるよう準備を進めて参ります。
本号では、その中でも開催できた研修会の報告や参加された会員様の感想文、会員の皆様の日々の活動や、市立函
館病院高等看護学院のコロナ禍での実習の様子をご寄稿いただき掲載いたしました。
　次号も内容を充実させ、身近な情報を提供していきたいと思っております。ご意見、ご要望がございましたら広
報出版委員までお気軽にお寄せ下さい。


